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↑クリス・ランキンとジェフリー・ハーガ 

2013年4月カンザス州立大学で開かれた、中央カン

ザス日本フェスティバルのアビリーン・小美玉の

コーナーにて 

今号の親善通信は、以下のトピックにつ

いてお伝えします。 

 

 2013年の小美玉市からの訪問 

 

 2月に開かれた日本食イベント 

 

 英語教師アマンダ・ソルターの

ニュース 

 

 後任の英語教師に関するニュース 

 

 ジャパン・クラブの活動 

 

 中央カンザス日本フェスティバル 

 

 姉妹都市委員会からのお知らせ 

 

シンゼン 

  ツーシン 



姉妹都市の友人達をお招き 

          します 

 
小美玉市訪問団が7月26日から8月5

日まで、アビリーン市に滞在する予

定です。 

あちらの方々の出立する日がもうす

ぐやってきます。 

 

今年はこちらが受け入れる番です。

今までになく大人数となります。若

者19人、大人4人。美野里中教師、

アマンダ・ソルターも同行します。

交流委員会は今プラン作りに大慌て

です。 

5日間ほど2～3人の若者を 

 受け入れてくれる 

  ホストファミリーが必要です 

 

 
男子15人  女子4人 

大人は国際交流協会 岡島進さん 

  玉里中英語教師 八木千鶴さん 

  小美玉市役所職員 井坂麻子さん 

ホストファミリーに望まれること 
 

 

＊訪問団員に安全で清潔な環境を提供す

る意志があること 

 

＊朝・晩の送り迎えができること 

 

＊受け入れる若者と近い年齢の子どもが

いること 

 

＊受入会議に出席できること 

 

＊受け入れた若者から目を離さず、見守

れること 

 

＊送り迎えができそうにないときは、他

のホストファミリーや委員会のメンバー

に連絡して、しかるべき手配ができるこ

と 

 

＊行事があってそこで食事が出されると

き以外はホストファミリーが食事を提供

すること 

 

＊怪我につながるような危険なことは避

けること 

 

＊車の運転はさせないこと 

 

ホストファミリーになりたい方・関心の

お持ちの方はダナ・レイノルズかメア

リー・ゼイに連絡を。 



ジャパンクラブ新年会 
 

2012年1月20日に姉妹都市委員会と“フ

レンズ オブ シスター シティ”（父母

会のような支援団体）が新年会を主催し

ました。100人以上の方が主催者が用意

したおいしい食事を楽しみました。アビ

リーン在住のバーバラ・ジョンゾンさん

とカンザス州大学の“ヨシコ ダンサー

ズ”の方々が日本の踊りを元気よく披露

してくれました。新年会は大成功で、

700ドル以上の基金が集まりました。 

それらは、“フレンズ オブ シスター 

シティ”の資金に加えられ、2012年に小

美玉を訪問する活動にあてられます。 

寿司についてお知らせ 
ーご要望に応じて調整しますー 

 

集いの場に手作りお寿司はいかがです

か。また、おいしい寿司を食べたい方に

おすすめします。色々な巻き寿司があり

ますが、生魚は使用しません。どのよう

なものが作れるのか、値段などのお問合

せは、ダナ・レイノルズへお願いしま

す。フェイスブックのダナ宛にメッセー

ジを乗せられます。 

お寿司の売り上げは、“フレンズ オブ 

シスター シティ”へ寄付をして、姉妹

都市交流のために使われます。 

カンザス州の日本人学生協会のメンバー

が新年会に参加 

クリス・ランキン、リサ・ライト、ボ

ブ・ボウ、エリザベス・島袋、コリー

ナ・ライランド ―料理中 



英語指導助手兼親善大使 
 

アマンダ・ソルターさんは、

2012年7月に小美玉市で生活

を始めました。彼女は、英語

指導助手として、また親善大

使として市内の学校をめぐり

活動しています。彼女は姉妹

都市交流には、長くかかわりを持っていま

す。美野里町のときに、訪問団員として、美

野里町に行ったことがあります。 

彼女は小美玉市で活動開始以来、自分の体験

記を“アビリーン リフレクター クロニク

ル”紙に書き送っています。以下は、彼女の

最新レポートです。 

 

『アビリーンの皆さん 

カンザスの天気を考えると、このようなこと

を言っていいかわかりませんが、ここ日本で

は、春の気候が素晴らしく、楽しく過ごして

います。この時期には“ゴールデンウィー

ク”と言われる連休があります。私のこれを

利用して公園へ行ってフリスビーをしたり、

笠間の陶炎祭に行ったりしました。前にも書

いたことがありますが、笠間は陶芸の町で

す。陶炎祭では陶芸家たちが作品を展示、販

売をします。さらにジャズの生演奏や地元の

レストランのピザの販売もあり、芸術的な雰

囲気などに郷愁を誘われました。（まるでア

メリカにいるような気分でした。）カンザス

にも早く春が訪れますように！じゃあ、また 

 

              アマンダ』 

 

アマンダさんは2013年の小美玉訪問団ととも

にアビリーンへ来ます。7月26日から8月5日

まで滞在します。彼女は2014年3月末で任期

満了となります。 

ふるさとふれあいまつりに参加 

陶炎祭にて、サラ・エバン・菊地さん 

弟のハリソンが小美玉に滞在中に、一

緒にペルー料理体験に参加 



ジェフリーハーガー君おめでと

う！姉妹都市委員会の5月の会議

で、ジェフリーハーガー君が次期

のアビリン市友好親善大使兼AETに

選ばれました。そして彼は小美玉

市の承諾をもらえるように、アビ

リン市から推薦されます。ジェフ

リーは以前に訪問団の一員として

小美玉に派遣されたことがありま

す。 

また、彼とその家族は小美玉市か

らの訪問団を受入れました。彼は

現在カンザス州立大学で学んでい

て、専攻は政治科学及び国際研究

です。彼は12月には卒業予定で、

小美玉市では4月から活動を始める

予定です。 

4月は日本では学校の新学期が始ま

る時です。彼はこれからの冒険が

待っています。 

Jeffrey Haagaの紹介 Japan Club 

小学校4年生に対し、姉妹都市委

員会は日本及び小美玉市について

学ぶ機会を与えました。今年、姉

妹都市委員会放課後のプログラム

として、4・5年生は、ガーフィー

ルド小学校において、また中学生

はレクレーションセンターにて新

しいクラブ活動を行う提案をしま

した。 

 

姉妹都市委員会のドナ・レイノル

ズさんと、ジェフリーランキン及

びアシュリーモンゴメリー（2012

年小美玉市訪問）はその推進係で

す。ガーフィールド日本クラブの

ダンブラウンの支援があり、滑り

出し順調です。12歳から18歳まで

の生徒たちと共に、月に2度火曜

日に会合を持ちます。 

中学生のクラブは問題があり、姉

妹都市委員会は、今年9月に始め

る新しい計画に合わせて、高学年

生徒が姉妹都市にどうかかわるか

について意見を述べる予定です。 



Central Kansas Japanese Festival･･･ 

アビリン市及び姉妹都市委員会は二度

目の催しとして、4月13日。カンザス

州立大学生徒組合において、中央カン

ザス日本祭りに参加しました。毎年行

われるこの行事はカンザス州立大学日

本人学生協会とシカゴの日本領事館の

協賛で開かれています。 

 

今年は、アビリン市と姉妹都市行事の

情報に加えて、小美玉市と茨城県（私

たちの姉妹都市提携先が所属する県）

及び交流計画に焦点をあてて発表しま

した。 

ジェリーランキン、クリス・ランキン

（2012年小美玉訪問）、ジェフリー・

ハーガー（2010年小美玉訪問）が展示

会に参加しました。 

 

祭典には大勢の人が訪れ、非常に面白

い展示や音楽、実演やちょっとした買

い物の機会がありました。 

 

10月5日土曜日には拡大カンザス市日

本祭が計画されています。ジョンスト

ンカウンティコミュニティ大学構内で

行われる予定です，詳細な情報がほし

い方は 

http://www.ksjapanfestuval.com 

をご覧ください。 
 



姉妹都市協会からのお知らせ・・・ 

小美玉市からの訪問団がもうすぐやってく

るので、いろいろと忙しくなります。しか

し、このニュースレターからもおわかりの

様に、訪問団の訪問は交流に主なる活動で

はありません。 

 

4月に行われた定例会でリサ・ライトさんが

次年度の委員会のメンバーから脱退したい

との申し出を受理しました。 

リサさんは任期の間、気配りと縁の下の力

持ちで全うしてくれました。私たちは彼女

の務めに感謝したいと思います。 

そして彼女がこれからも姉妹都市の活動に

参加してくれることを願っています。 

 

 日本で宣教師として活動していたダニエ

ル・セクストンさん、奥様のけい子さん、

三人のお子さん（タバサさん・トライフィ

ナさん・ティモシーさん）が今年の6月にア

ビリンに戻ってこられるというニュースが

届きました。 

ダニエルさんは委員会の元委員です。 

5月の定例会では次年度の役員が選出されま

す。 

会 長  ジェリー・ランキン 

副会長  ダナ・レノッズ 

書 記  コリーナ・ライランド 

会 計  ジャッキー・ビスネット 

その他の役員として 

メアリー・ザイ 

メアリー・モンゴメリー 

ロン・ライン 

エリザベス・シマブク 

グレンダ・バーキス（市との連絡係） 

グウィン・ジョンソン（姉妹都市後援会） 
 

アビリン市の姉妹都市委員会は、アビ

リン市に公認された団体です。定例会

は毎月第2火曜日にアビリン市の観光

案内所（201NW2nd st.） 

で行われます。 

夜7時に始まり一般に公開されていま

す。姉妹都市事業に関するお問合せは

以下へどうぞ。 

 

ジェリー・ランキン 

電  話 280-9678 

アドレス jdrankin406@yahoo.com 

 

ダナ・レノッズ 

アドレス drose_00@hotmail.com 

 

もしくは委員会のメンバーに直接おた

ずねください。 


